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歴史を手段化する教材構成原理の究明
一世界史単元「工業化を考える～福祉国家を視点にして～」を事例にして－
Ａ Theory of Teaching Material Construction to Recognize Modem States System in History:The Case of World History Unit “Examining Industrialization in an Aspect of Welfare States”
Ｉ。問題の所在
大部分の歴史の授業は教科書を用いて歴史事象
を絶対視して学習させるものになっている
。例え
ば
，（詳説世界史ＢＪＩ）では，匚欧米における近
代社会の成長
」という章を「‾産業革命」など三つ
の単元で学習するように構成されている
。しかし，
この厂産業革命
」の単元ではイギリスにおける産
業革命の発生要因
，機械の発明と交通機関の改良，
産業革命の波及
，資本主義体制の確立と社会問題
の発生など
，工業化に関する歴史的知識を年代的・
網羅的に学習するものとなっている
。これを見る
と
，章おいては近代社会の成長という教育内容
が設定されていても
，単元段階では工業化の歴史
的解釈と個々の事例が教材として学習されている
にすぎないことがわかる
。つまり，歴史の授業は
教育内容と教材が乖離し
，歴史自体を目的化した
学習が
一般的なものになっている。そして，その
ため今を生きる生徒にとって必要な資質を培うこ
とができないものになっている。
このような歴史の授業の実態を改革するために
，
これまでも歴史を手段化する授業の理論化が目指
されてきた
。しかし，その理論化は教育内容構成
やそれに基づく授業構成の解明段階に留まり
，教
育内容を授業で具体化するための教材の構成についての研究は行われていない夕
本稿は歴史を手段化する教育内容と教材の基本
原理を解明し
，教材構成の視点から授業開発研究
の理論化を試みる
。そのため，Ｈでは世界史単元
厂工業化を考える～福祉国家を視点にして～」を
提示し
，その教育内容と教材について分析し，カ
リキュラム段階の教材構成を解明するＯⅢではこの単元の中から小単元２を事例にして，授業段階
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の教材構成を解明する
。そして，IVではこれまで
の歴史教育研究との違いと特質を究明したい。
ｎ。歴史教育の教育内容と教材
１．世界史単元匚工業化を考える～福祉国家を視点にして～」の内容構成
この単元では
，第１に社会問題とその解決案を
教材にし
，第２に個々の教材が教育内容に相関す
るようにし
，第３に教育内容そのものを考える小
単元を設けるようにした。具体的には次のような小単元により構成した。
小単元１匚福祉国家の危機」
小単元２「アメリカの福祉政策」
小単元３「ドイツの福祉政策
」
小単元４匚スウェーデンの福祉政策」
小単元５厂ドイツの介護保険」小単元６匚工業化を考える」
このような構成を発問レベルで具体化したもの
が表13）である。
小単元１では厂工業化による問題を解決する新
しい仕組みは可能か」という本単元の主題を確定
する
。ここでは工業化による労働問題に対応して
きた福祉国家が危機に直面していることを把握す
る
。そして，工業化起因する問題を解決する新
しい福祉国家の働きを考えるために
，歴史的に反
省することの必要性に気づかせる
。
小単元２～４では主題に対す答えを明らかに
するために匚福祉国家はなぜ工業化による問題に
対応できなくなったのか」をそれぞれ問い，福祉
国家が直面する危機の原因を解明するために自由
主義型
，保守主義型，社会民主主義型という各福
祉国家の働きについて，歴史的に分析させる。
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小単元２では
，最初に福祉国家がなぜ工業化に
よる問題に対応できなくなったのかを追究し
，新
しい福祉国家としての必要な働きを明らかにする
ため
，世界の代表的な福祉国家について検討
ことを生徒に提案する
。最初の事例としてアメリ
カ合衆国を取り上げ, 1930-40年代に福祉国家化
したが
，現在では貧富の差の拡大という問題に直
面していることに気づかせる
。そして，その原因
がアメリカの福祉政策の基本である家族の福祉負
担を原則とする匚福祉の家族化
」という家族に対
する政策と
，人々をなるべく労働者として働かせ
能力に応じて生活を保障させようとする匚労働力
の商品化
」という労働者に対する政策にあること
を学習させる
。さらに，同様の福祉政策を実施し
ているオ
スートラリアについても分析させ，その
枠組みを自由主義型福祉国家として
一般化させる。
最後に自由主義型福祉国家が貧富の差の拡大に直面していることを理解させる。
小単元３では
，19世紀末のビスマルク時代から
20世紀初頭のワイマ
ルー時代において形成された
ドイツの福祉政策について考えさせる
。最初に，
自由主義型福祉国家が直面している貧富の差など
の問題を早い時期から克服しようとしたドイツは
現在
，少子高齢化にともなう家族問題に直面して
いることに気づかせる
。そして，その原因がドイ
ツの福祉政策の基本である家族の福祉負担を原則
とする厂福祉の家族化］という家族に対する政策
と
，労働者として働かなくても一定のレベルで生
活できるように
，人々を市場から分離しようとす
る「労働力の脱商品化
」という労働者に対する政
策にあることを学習させる
。さらに，同様な福祉
政策を実施しているイタリアについても分析させ
，
この枠組みを保守主義型福祉国家として
一般化さ
せる
。そして，最後に保守主義型福祉国家が少子
高齢化問題に直面していることを理解させる
。
小単元４では, 1940年代から80年代におけるス
ウェ
デーンの福祉政策について考えさせる。最初
に
，自由主義型・保守主義型福祉国家が直面して
いる問題を克服しようとしたスウェ
デーンは現在，
財政収支の赤字などの財政問題に直面しているこ
とに気づかせる
。そして，その原因が第二次世界
大戦後のスウェーデン福祉政策の基本となった
「労働力の脱商品化
」を進めつつ，脱工業化に伴
う女性の社会化に対応して
，福祉の家族負担を軽
減しようとする匚福祉の脱家族化
」といった家族
に対する政策にあることを学習させる
。さらに，
スウェ
デーンと同様な福祉政策を実施しているデ
ンマ
クーについても分析させ，この枠組みを社会
民主主義型福祉国家として
一般化させる。そして，
最後に社会民主主義型福祉国家が財政問題に直面
していることを理解させる
。
また
，小単元４では，小単元２～４のまとめと
して
，福祉国家が対応できなくなった工業化によ
る社会問題の性質について考えさせる
。具体的に
は
，まず自由主義型福祉国家と保守主義型福祉国
家が労働問題の原因を工業化による労働力の市場
化にあると考え
，労働力の商品化や脱商品化といっ
た労働者に対する政策を重視したこと
，そしてそ
の結果
，貧富の差の拡大や少子高齢化問題が生じ
たことを理解させる
。次に，社会民主主義型福祉
国家が労働力の脱商品化だけでなく福祉の脱家族
化といった家族に対する政策も重視したことから
，
現在の社会問題が脱工業化にともなう女性の社会
化に起因するものに変化していることを指摘する
。
最後に
，福祉国家が社会問題に対応できなくなっ
た原因を
，社会問題が工業化による労働力の市場
化から脱工業化による女性の社会化に起因するも
のへ変化したためであると結論づける。
小単元５
・６では主題に迫るため「工業化によ
る問題を克服するためにどのような福祉国家の可
能性かおるのか
」「‾私たちは工業化についてどの
ように考えたのだろうか
」という問に対する判断
を求める
。ここではこれまでの歴史的分析に依拠
して
，今後の福祉国家に必要な働きを客観的に追
究させ
，今後の社会の在り方を判断させる。
小単元５では
，工業国の厂労働者に対する政策」
と「家族に対する政策
」を蚰にした表を作成する。
そして
，脱工業化に対応した新しい福祉国家の働
きとして
，福祉の負担を国家・市場・地域などで
分担し匚労働力の商品化
」と匚福祉の脱家族化」
を進める多元型福祉国家の可能肬が理論的には存
在することに気づかせる
。その後，ドイツの介護
保険から福祉の脱家族化をすすめるとともにその負担を国家だけでなく市場・地域にも分担させる
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表１　単元「工業化を考える～福祉国家を視点にして～」の内容構成
単
一兀
主要 な発問 資
料
主 要な学習内
上位発問 下 位発問 下位知識 上位知識
１尚
尚
○工業化による
問題を解決す
る新しい仕組
みをつ くるこ
と は可能なの
か。
○工業化 に伴う問題をイギリスな
どの工業国はどのように解決 し
ようとしたのかo
O 福祉国家化した現在の工業 国は
どのよ うな問題に直面してい る
のか。
１
２
３
４
○工業 国は、労働者に対する政策と家族に対する政策を行 う福祉国家
を形 成することで、すべての人々 の最低限の生活を保障しようとし
た。
○人 々の最低限の生活を保障しよ うとした福祉国家とし ての役割や働
きが見直され、福祉国家 の再編 や解体といった福祉国家 の危機に直
面 しているo
才
リミ
白と
○福祉国家はな
ぜ工業化によ
る問題に対応
で きな くなっ
たのかo
○工業化 による労働問題を克服し
ようとしたアメ リカはどのよ う
な福祉国家 の危機に直面してい
るのか。
○ニューディール政策から始 まる
アメリカのどのような福祉政策
が貧富 の差 の拡大という福祉国
家 の危機を もたらしたのか。
○福祉国家 の危機 の原因は何か。
５
６
７
８
○貧富 の差 の拡大という福祉国家 の危機に直面している。
○工業化 による労 働力の市場化 に対 応するために、アメリカは低水準
の社会扶助など福祉の家族化という家族に対 する政策を前提とした。
そして、低水準 の失業保険などで労働力の商品化を進める労 働者に
対する政策 により市場を活性化 させることで、福祉の低 コスト化と
豊かな労働者の増加をはかった。その結果、市場における能力によっ
て貧富 の差が拡大した。
○工業化 によ る労 働力の市場ｲﾋに対 応するために工業国は福祉 の家族
化という家族 に対する政策を 前提 としながら、労働力 の商品化 とい
う労働者 に対 する政策を行う自由主義型福祉国家を形 成した。 その
結果、 貧富 の差が拡大する問題に直面している。
○工業化による
労 働力の市場
化 に起因する
問題が現在で
は脱工業化に
よる女性の社
会化 に起因す
る問題に変化
しているため。
万
の呆
○貧富の差に対応したドイツはど
のような福祉国家の危機に直面
しているのか。
○ビスマルクか ら始まるドイツの
どのような福祉政策が少子高齢
化にともな う福祉国家の危機を
もたらしたのか。
○福祉国家の危機 の原因は何か。
9
10
H
12
13
14
15
○要介護者 の増加、家族の介護能力 の低下、施設費用の問題など少子
高齢化にともな う家族問題に直面 している。
○工業化による労働力の市場化に対応するために、一定水準の福祉サー
ビスを 保障 し貧富 の差の解消を 目指し た。そのため、 強制的な社会
保険による労働力 の脱商品化という労 働者に対 する政策を すすめたo
一方で、家族手当などを失業者に限定するなど福祉の家 族化 という
家族に対 する政策が依然として前提とさ れた。この結果、 高齢化に
よる家族 への負担が増大するなど、少子高齢化にともなう家族問題
に直面しているo
O 工業化によ る労 働力の市場化に対 応する ために、工業 国は福祉の家
族化という家族 に対する政策と、 労働力 の脱商品化という労 働者に
対する政策を行 う保守主義型福祉国家を形成した。その結果、家族
が福祉の負担 に耐えられず少子高齢化 にと もなう家族問題に直面し
ている。
４
ス
ウ
エ１
デ
ン
の
福
祉
政策
○少子高齢化句題に対応したスウェー
デ ンはどのよ うな問題に直面し
ているのか。
○第二次世界大戦中 に始まるスウ
ェ ーデンのどのよ うな福祉政策
が財政問題とい う福祉国家の危
機を もたらしたのかo
O 福祉国家の危機 の原因は何かo
16
17
18
19
20
21
22
23
○国家財政の破綻や70％を超える国民 の租税負担という問題に直面し
ている。
○脱工業化による女性の社会化に対応して、育児だけでなく高齢者サー
ピスの充実 もはか ることで崩壊しつつある家族を維持するといった
福祉の脱家 族化を めざす家族に対 する政策を行ったo また、失業中
に90％の前賃金を保障するなど労働力 の脱商品化という労働者 に対
する政策もすすめた。この結果、膨大な費用が必要となったo
O 脱工業化 によ る女性の社会化に対 応するために、工業国は、家族を
維持する福祉の脱家族化という家族に対する政策と、労働力 の脱商
品化という労 働者 に対する政策を 実施 する社会民主主義型 福祉 国家
を形成した。 その結果、膨大なコスト のために財
．政問題に直面 している。
Ｗ
で
の息
談
○工業化 による
問題を 克服す
るためにどの
ような福 祉国
家 の可能性が
あるのか。
○工業国の「労働者に対する政策」
と 匚家族に対 する政策」を観点
にすると、形 成された福祉国家
はどのように分類できるかo 表：
工業化に対 応した福祉国家の類
型、を完成させなさいO
O ドイ ツの介護保険などを参考に
すれば、工業 国は工業化に対応
してどのような福祉国家を形成
することが可能な のかo また、
それはなぜか。
○日本は工業化 に対応してどのよ
うな福祉国家を形成 することが
可能なのか。 また、 それはなぜ
か。
24
25
○表：工業化 に対応 した福祉国家の類型 ○（例）女性 の
社会化 に対応
する福祉 の脱
家族化を基本
として市場原
理やボランティ
ア活動を導入
する多元型福
祉国家。負担
を匡家･ 寸岨･
地域とで分担
できるか ら。
工業 国によ る福祉
国家 の形成
労 働者に対する政策
労働力 の商品化 労働力の脱商品化
家族に
対する
政策
福祉 の家
族化
①目由主義型 福祉
国家
②保守主義型福祉
国家
福祉 の脱
家族化
③社会民主主義型
福祉国家
○女性の社会化 に対応した福祉の脱家族化を維持しつつ、介匠制 度な
どにも市場原理・ ボランティア活動などを積極的に導入する。また、
失業・年 金制度などに も市場原理を導入して労働力の商品化 も考慮
する。 このようにして④多元型福祉国家の形成を 目指す。なぜなら、
福祉の脱家 族化を巫視した福祉政策の財源を国家だけでなく市場・
地域にも分担できるから。
○（例）福祉の脱家族化を基本としなが ら、介護保険のような市場原
理を導入した福祉政策を拡大する。また、 ボランティア活動のため
の啓発も強化 することで、より多 元型 の福祉国家の形成を 目指す。
なぜなら、女性 の社会化に対応する福祉政策 の費用を国家 ・市場・
地域とで分担できるから。
6jl
午
る
○ 私たちは工業
化 についてど
のように考え
たのだろうか。
○工業化の学習 としてどのような
事例を扱ってい たか。
○工業化による問題を克服するた
めに、どのように工業化を学習
したのか。
○工業化の学習 で、多元型福祉国
家の可能性を吟味し、引き出し
た結論にはど のよ うな意味があ
るのか。
○機械の発明や人物 ではなく、工業化に起因 する問題とそれに対 応し
た福祉国家 の特色と今後の在り様の事 例を学習した。
○福祉国家 という工業国の対応を視点 にして、社会問題の性質 が工業
化による労働力 の市場化に起因するものか ら脱工業化による女 性の
社会化に起因するものへ変化していると授業者が解釈し、その解釈
を学習した。
○脱工業化 によ る女性の社会化に起因する問題 に対応できるものと授
業者が行った判断 の正当性を吟味することで、今後の工 業国の在り
方を追究した。
○授業者が解釈
した工業化 と
工業国の在り
様の規準 に基
づいて、工業
国の今後の在
り方の正当性
を吟味 した。
-
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ことのできる多元型福祉国家の形成の可能性及び
有効性について吟味検討させる。最後に，先進国
の中でもっとも速いペースで少子高齢化が進む日
本がドイツと同様に介護保険を導入したことも踏
まえ，どのような福祉国家を形成していくべきか
について考えさせ，今後の対応とその理由につい
て追究させる。
小単元６では福祉国家という工業国の対応を視
点にして，社会問題の性質が工業化による労働力
の市場化に起因するものから脱工業化による女性
の社会化に起因するものへ変化しているという授
業者の解釈を学習したことに気づかせる。そして，
今後の工業国の在り方を追究するために，多元型
福祉国家が女性の社会化に起因する問題に対応で
きる，とする授業者の判断規準の正当性を吟味し
たこと明らかにし，授業内容全体を客観化させる。
生徒は授業全体でい1)近現代において工業化し
た国家は労働問題や家族問題という社会問題に対
応して福祉国家を形成したことバ2)福祉国家は，
工業化による労働力の市場化に起因する社会問題
から脱工業化による女性の社会化に起因する社会
問題へ対応する働きや役割を追求してきたこと，
それ故に, (3)今後の工業国は女性の社会化に起因
する社会問題を解決する働きや役割を観点にした
新しい福祉国家の形成を追究していることを反省
的に認識できる。
つまり，本単元は 厂機械の発明｣ などを教材と
し，歴史としての 厂工業化」そのものを教育内容
とするようなものではない。より良い国家の在り
方を追究するために，福祉国家の問題点やその解
決案といった 厂福祉国家」を教材とし，工業化に
対応して形成された福祉国家の働きや役割の変容
といった 匚工業国による福祉国家の形成」を教育
内容としているのである。
２。歴史を手段化する歴史教育の教育内容
歴史そのものの学習を目的としない本単元の教
育内容「工業国による福祉国家の形成」はどのよ
うに構成されているのであろうか。教育内容の構
成を示したものが表24）である。本単元は工業国
による福祉国家の形成について２つの捉え方をす
る。第１は近代産業社会の形成の事例の一つとし
て考えることである。すなわち, (1)工業化によっ
て人々が自分の労働力を売買することで生活を営
む 匚労働力の市場化」という新しい社会変動に直
表２　 教育内容の構成
近 代国 家
の 社 会的
関 係 の形
成
近代産業社会 の形成
社 会変動 発生 する社会問題
対応 する社 会的関
係 の形 成
近 代産 業
社 会 の発
展
工業 化に
よる労働
力 の市場
化
労働条件 の悪化 や
貧富 の差 の拡大 な
どの労 働問題
工業 国による家族
を基盤にした福祉
国家 の形成
脱工業化
によ る女
性 の社会
化
少子 高齢化 などの
家 族問題
工業国によ る家族
の維持を重視し た
福祉国家 の追究
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面 した。 その結果（2）労働条件の悪化や貧富の差の
拡大など労働問題が発生した。そのため, (3)工業
国は夜警国家 にかわって家族を基盤とした福祉国
家 という新しい社会的関係を形成する。
第２は工業国による福祉国家の形成を，近代産
業社会の発展の事例の一つとして考えることであ
る。すなわち，剛脱工業化が進展することで女性
が労働力 として社会へ進出する「‾女性の社会化」
という新しい社会変動に直面する。その結果, (2)
少子高齢化など家族の変化 に関連した問題が発生
する。そのため, (3)工業国は家族の維持を重視す
る福祉国家という新しい社会的関係の可能性を追
究しなければならない。
まとめると，教育内容「工業国による福祉国家
の形成」 は社会変動，その社会変動によって発生
する社会問題，そしてその社会問題への社会の対
応によって近代産業社会が形成される過程と，工
業化と脱工業化に特徴づけられる近代産業社会の
発展を説明できる事例として選択されたものであ
る。つまり，近代産業社会の形成と近代産業社会
の発展という近代国家の社会的関係の形成の枠組
みを説明できる事例として選択されている。そし
て，この枠組みは社会的関係を観点にして，社会
科教育の目標である 匚国家・社会の形成者の育成」
に歴史教育でも迫ることを示している。 このこと
から，歴史教育の教育内容選択原理は社会科教育
の目標を説明できる枠組みになる。
３。歴史を手段化する歴史教育の教材
社会科教育の目標を歴史教育においても達成す
るために，本単元では 匚工業国による福祉国家の
形成」という教育内容が設定される。そして，そ
の教育内容は教材「ﾈ冨祉国家」によって概念的に
説明される。このことから，歴史教育の教育論段
階における教材は教材概念であり，その選択原理
は教育内容を説明する概念になる。
本単元の教材概念である福祉国家は単元段階で
は，エスピンーアンデルセンの比較福祉国家論5）
に基づく①自由主義型福祉国家，②保守主義型福
祉国家，③社会民主主義型福祉国家，④多元型福
祉国家などの下位の教材概念で構成されるＯこの
単元段階の教材構成を示したものが表３である。
表 ３　教材の構成
工業 国によ る福祉国
家の形成
労働者に対する政策
労働力 の商品化 労働力 の脱商 品化
家 族 に対
する政策
福祉 の家
族化
①自由主義型福祉
国家
②保守主義型 福祉
国家
福祉 の脱
家族化
④多元型福祉国家
③社会民主主義型
福祉国家
本単元の教材構成 は２つの原理に基づいている
と考えることができる。第 １の原理は教材選択原
理であり，次のように説明できる。 ①～ ④の福祉
国家は人々が労働者として能力に応じて働き生活
することを維持･促進しようとする「労働力の商
品化」や，人々が労働者として働くことなく生活
できるよう に， 労働市場 から分離しようとする
厂労働力の脱商品化」 といった政策を行う。 この
ような政策は人々が自分達の労働力を能力に応じ
て商品として売って生活するという工業化による
労働力の市場化に対応した，工業国が行う失業保
険などの労働者の労働・生活に関連する「労働者
に対する政策」 といえる。また，福祉国家は，国
家が家族 に介入することを最小限にし，伝統的に
家族に福祉を負担させようとする「福祉の家族化」
や，国家が介入し家族に対する福祉の負担を減ら
そうとする「福祉の脱家族化」といった政策を行
う。 このような政策 は（脱）工業化によって変化
する女性の社会化の程度に対応した，工業国が行
う育児手当など家族生活に関連する「家族に対す
る政策」といえ る。工業国は「労働者に対する政
策」 と「家族に対する政策」を構造的枠組みとす
る①～④の福祉国家を形成し，社会問題 に対応し
てきたのである。そして，この枠組みは教育内容
厂工業国による福祉国家の形成」 そのものを説明
する。
まとめると①～④の福祉国家は，教育内容 厂工
業国による福祉国家の形成」そのものを説明する
構造的枠組みによって選択される。つまり，歴史
カリキュラム殼 階における教材は下位の教材概念
であり，教育内容を説明する構造的枠組みが選択
原理となるＯ
第２の原理は教材配列原理であり， ①～④とい
う福祉国家 の歴史的発展から次のように理解でき
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。工業化による労働力の市場化に起因する労働
問題を克服するために形成した厂①自由主義型福
祉国家
」は，厂福祉の家族化」匚労働力の商品化」
という要素的枠組み故に
，貧富の差の拡大に直面
した
。そして，この問題を克服するために，匚福
祉の家族化
」厂労働力の脱商品化」という要素的
枠組みに発展した厂②保守主義型福祉国家
」が追
究された
。　しかし，匚②保守主義型福祉国家」は
脱工業化による女性の社会化に起因する少子高齢
化に伴う家族問題に直面したので
，「福祉の脱家
族化
」「‾労働力の脱商品化」という要素的枠組み
に発展した「‾③社会民主主義型福祉国家」が追究
された
。しかし，この匚③社会民主主義型福祉国
家
」も財政問題に直面したので，匚福祉の脱家族
化
」匚労働力の商品化」という要素的枠組みに発
展した匚④多元型福祉国家」の可能性を追究し
，
より良い社会形成の試みがなされている
。
つまり
，①～④福祉国家は工業化による労働
力の市場化に起因する社会問題の克服と脱工業化
による女性の社会化に起因する社会問題への対応
の模索のように
，より良い社会形成のために歴史
的に働きや役割が変化
・発展していくという規範
性に基づいて配列されているのである
。このこと
から
，歴史カリキュラム段階におけ教材は教育
内容を説明する構造的枠組みの歴史的規範性が配
列原理となる。
これを歴史教育の教材論として
一般化すると，
教育論段階とカリキュラム段階では教材は異なる
形態に変化する
。教育論段階では教材概念という
形態となり
，教育内容を概念的に説明できるもの
を選択原理として構成される
。また，カリキュラ
ム段階では教材は下位の教材概念となる
。そして，
教育内容を説明する構造的枠組みを選択原理とし
，
その枠組みの歴史的規範性を配列原理として構成
されることとなる。
Ⅲ．授業段階での教材とその構成
単元段階の教材①自由主義型福祉国家はアメリ
カの福祉政策が
，②保守 ドイツ
の福祉政策が
，③社会民主主義型福祉国家はスウェー
デンの福祉政策が
，④多元型福祉国家はドイツの
介護保険が，実際の授業段階での中心的な教材と
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なる。
表４は匚①自由主義的福祉国家」について取り
扱う小単元匚２　アメリカの福祉政策」の教材構
成を示したものである
。表は用いた資料名とその
内容を匚資料
」，資料を用いた学習によって獲得
可能な内容を匚学習可能な内容
」，小単元全体で
学習者が認識できる内容を匚教材認識」の三つに
区別した
。用いる資料は５アメリカにおける貧富
の差の拡大
，６アメリカ社会保障法の成立，フア
メリカ社会保障等公的援助計画による給付額
，８
オ
スートラリアの福祉政策，の四つである。
四つの教材は全体で
，匚工業化による労働力の
市場化に起因する労働問題に対応するために
，工
業国は労働力の商品化と福祉の家族化という政策
を行う自由主義型福祉国家を形成した
。その結果，
市場における能力により貧富の差が拡大する問題
に直面している
」ということを認識させている。
’そのため
，授業では，資料５を学習することで，
福祉国家となったアメリカ合衆国で市民の貧富の
差が拡大しているという福祉国家の危機を認識す
る
。その後，資料６・７を学習することでその危
機の原因を追究する
。つまり，アメリカは労働問
題の解決のために
，福祉国家を目指した。しかし，
その政策は低水準の失業保険などで労働力の商品
化をすすめる労働政策と低水準の児童手当などで
福祉の家族化をはかる家族政策により市場を活性
化させるものであった
。その結果，国家が福祉政
策に介入することを必要最小限に抑えているため
に市民に提供される福祉の差が市場における能力
によって生じ
，貧富の差が拡大したこと，が認識
される
。最後に，資料８でオーストラリアが同様
の福祉政策を実施していることから
，工業国の労
働力の商品化という労働者に対する政策と
，福祉
の家族化という家族に対する政策を
一般化し，工
業化による労働力の市場化に対応した自由主義的
福祉国家の枠組みとして理解させる。
授業で用いられる資料５は貧富の差の拡大とい
うアメリカ福祉国家が直面する危機について学習
可能な事例となる
。そのため，資料５は収入格差
を示す匚ａ Gini係数の推移」と子供の貧困率を示
す匚b子供のいる家族の貧困率」で構成されている。ａはＯが所得の完全平等を示し，１が一つ
表4　小単元「２　アメリカの福祉政策」の教材構成
資料
学習可能 な内容 教 材認識
資料名 内容
５ アメリカにおける貧富 の差 の
拡大
ａ Ｇ血i係数 の推移
ｂ 子供のいる家族 の貧困率
アメリカにおいて収入格差を現す係数が
1960年代以 降上昇 していると ともに，先
進国 の中で平均 所得の半分 に満 たな い家
庭 の子供の割合が高いことを示す。
福祉国 家 アメ リカ は貧 富 の差 の拡大
という危機に直面 している。
工 業 化 に よ る労
働力 の市 場化 に
対 応 す る た め に
工 業 国 は 福祉 の
家 族 化 と 労 働力
の商 品 化 と い う
政 策 を 行 う 自由
主 義 型 福 祉国 家
を 形 成 し た。 そ
の結 果， 市 場 に
お け る能力 に よ
り 貧 富 の 差 が拡
大 す る問 題 に 直
面 している。
６ アメリカ社会保障法 の成立
ａ　ルーズベルト大統 領の特
別教書
ｂ　 経済保障委員会 の報告書
生 活の危機を克服する ため に，均一的な
社 会保険を導入し適切な所得を保障 する
ことが重 要であること の主張・提言。
労働問 題を 解決 す るた めに， アメ リ
カ は福祉 の家 族化を はか る家族 に対
する 政策 と労 働力 の商 品化 を すす め
る労 働者 に対 す る政策 によ って 福祉
国家化 を目 指 した。 そ の結果， 市民
に提 供さ れ る福祉 の差 が市 場 にお け
る能力 によって生じ た。
フアメリカ社会保障等公的援助
計画による給付額
1940年 ６月における社会扶助，失業保険，
老 齢遺族年金保険，鉄道退職年金保 険な
どの平均 給付額 の一覧。労 働者政策 の失
業 保険や年金保険の給付額 と家族政 策で
ある社会扶助の給付額が低水準で あるこ
とを示す。
８ オースト ラリアの福祉 政策 オ ースト ラリア の社会保障 は，労 働者の
生 活は最低賃金制 により保 障し，労 働能
力 のない者について は社会保 障制 度で補
うが，そ の他 は自分 たちで努力 するとい
う考え方から出発して いることの説明。
オー スト ラリア もア メリ カ と同 様 の
労 働力 の商品 化 と福 祉の家 族化 を福
祉政策 の中心 とす る福祉国
家であ る。
の世帯 が収入を完全に独占して いることを現す
Gini係数を示してい るグラフである。 1967-96 年
の係数の上昇 から収入格差が拡大していることを
現している。ｂ は1990年代中頃の複数の先進国に
おける，平均所得の半分に満たない収入の家庭の
子供の割合を示している。これは特にアメリカの
貧困率が際立って高いことを示している。
資料６は労働問題を克服するために福祉国家化
を目指したアメリカの基本方針について学習可能
な事例となる。そのため，資料６はアメリカ社会
保障法の成立のきっかけとな った「ａ ルーズベ
ルト大統領の特別教書」とアメリカ社会保障法 の
内容について言及した「ｂ 経済保 障委員会 の報
告書」で構成されている。ａはルーズベルト大統
領が失業などによる生活の危機を克服するために
社会保障制度の必要性を主張するものである。ｂ
は経済保障委員会が生活の危機を克服する具体的
な方法として雇用促進，老人や児童への援助など
に言及し，所得保障の重要性を述べたものである。
資料 フは労働力の商品化と福祉の家族化という
アメリカの福祉政策を具体的に学習可能な事例と
なる。そのため，資料 フは1940年 ６月のアメリカ
の社会保障平均給付額の内訳を示している。労働
者政策として失業保険や各種年金保険の給付額，
家族政策として老齢扶助，児童扶助，盲人扶助な
どの社会扶助の給付額が示してある。労働者・家
族への給付額が共に月収の平均に比べて低水準で
あり，アメリカの福祉政策の基本的な内容を示す
-
ものになっている。
資料８はオーストラリアも労働力の商品化と福
祉の家族化を政策の中心とする福祉国家であるこ
とが学習可能な事例となる。そのため，資料 ８は，
オースト ラリアの労働者保護が低水準の最低賃金
制のみであり，年金も所得審査があること，労働
能力のない者については社会保障制度で補うが，
児童・高齢者に対する保護援助は民間団体が中心
であることなどの記述となっている。
このことから，小単元２の資料５～８は自由主
義型福祉国家の 匚労働力 の市場化」と 匚家族の福
祉化」 という要素的枠組みを説明できる事例が選
択されている。つまり，歴史授業段階の教材は資
料であり，その選択原理は教育内容の要素的枠組
みを説明できる事例となる。
また，小単元 ２はこれらの資料を用い学習を進
めることで一つの授業を作り出している。（1）授業
の導入としてアメリカの貧富の差の拡大 について
の資料５を配列し，自由主義型福祉国家が貧富の
差などの福祉国家の危機に直面していること，そ
して，その危機の原因が自由主義型福祉国家の労
働力 の商品化と，福祉の家族化という政策にある
ことを反省的に追究する。そして, (2)授業の展開
としてアメリカの労働者と家族に対する福祉政策
についての資料６・フを配列し，危機の原因であっ
た自由主義型福祉国家 の政策は，労働力 の市場化
に起因する労働問題に対応するものであることを
顕在化する。また, (3)授業の終結としてオースト
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ラリアの政策についての資料８を配列し
，自由主
義型福祉国家として
一般化する。
小単元２の教材である資料５～８は自由主義型
福祉国家の要素的枠組みを反省的に追究し
，一般
化できるように配列されているのである
。このこ
とから
，歴史授業段階の教材配列原理は，事例の
反省的な
一般化・概念化となる。
まとめると
，歴史授業段階における教材は資料
である
。そして，教育内容の要素的枠組みを説明
できる事例を選択原理とし
，事例の反省的な一般
化・概念化を配列原理として構成される。
IV.研究の小括
本研究は世界史単元「工業化を考える～福祉国
家を視点にして～」を事例にして，歴史を手段化
する教材構成原理を解明してきた
。本単元におい
て明らかにしたことは次のようなことである
。
本単元は社会科教育と同様に厂国家・社会の形
成者
」の育成を目標とする。そのため，この目標
を説明できる匚近代国家の社会的関係の形成」と
いう枠組みを選択原理とし
，教育内容を厂工業国
による福祉国家の形成」と設定する。そして，こ
の教育内容を説明できる教材概念として「福祉国
家
」が選択され，教材となる。この教材は単元に
おいては自由主義型福祉国家などの下位の教材概
念となる
。この下位の教材概念は匚労働者に対す
る政策
」と「家族に対する政策」という教育内容
の構造的枠組みを選択原理とし
，また，この枠組
みの歴史的規範性を配列原理として構成する
。さ
らに
，下位の教材概念は小単元ごとの授業では資
料となる
。この資料は「労働力の商品化」と厂福
祉の家族化
」などの教育内容の要素的枠組みを説
明できる事例を選択原理とし
，また，事例の反省
的な一般化・概念化を配列原理として構成する。
このことから
，歴史を手段化する教材構成原理
として明らかにしたことは次のようなことである
。
剛　社会科教育の目標に従って教育内容は選択され，教材は教育内容を説明する概念が選択
される。
（2）単元段階における教材は下位の教材概念と
なる
。そして，その選択原理は教育内容を説
明する構造的枠組みであり，配列原理は枠組
みの歴史的規範性である。
（3）授業段階における教材は資料となる
。そし
て
，資料の選択原理は教育内容の要素的枠組
みを説明できる事例が選択原理となる
。そし
て，事例の反省的な一般化・概念化が配列原
理となる。
このように教材論を中心に論じることで
，本研
究は次のような歴史授業研究上の意義をもつ
。
剛　教材は教育論段階
，カリキュラム論段階，
授業論段階で論じることができる
。
（2）教材は教育論段階
，カリキュラム論段階，
授業論段階の各段階で教育内容に基づく教材
概念
，下位教材概念，資料のように形態と
して変化させることができる。
（3）教材は教育内容に基づく選択原理と配列原
理で構成される。
この結果
，本研究は歴史を手段化し，民主主義
社会を形成する資質を育成する歴史授業の理論化
を進めた
。そして，歴史教育研究上，社会科歴史
の在り方を追究するものとして意義かおる。
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